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§1 穂 首

兜に耶 1着託に於い こ従来の文献に上る研究瑞21!を亜

現し.LB化の大月紳 韻偶を孜附し,.又防化の尺比をSil

め7.'-一つの試みとしてP祁HL一粘蛇7I閃休を脱滋する

粥奴式に示J'eれろ歎団の構故を扶り,又それtr･非折れ

粟にiSlrlLてこ三 のPIJlmについて投じ比群的Lと好L=抑

柴を政明する都力出来た｡

欄 に於いては先づ牝の実書式を叶妹して,その合

母性を?_九 才に更改の郷 士払世業について軋 空及び

i且度をSl々 L=変化せしめた一道7収 載括果について辻

べる.実哀夫の教学的解析についてはn]rlJ一三見 R

科D充合皮の苅定は林功氏の労にuくるOiか L｡

隻2 実 態 真 の や 珠

光に時rulI,粘資 V.tr及び bはノ=々 初損及び抜群

fh推､Cを時ridに発する常atとすitは

可- 乙叩トキ ) (.)

附 ヒは (1)式に従う郡を述べた｡a.bはその性穴を

.iI)LP拍かにする2i次式に改めてもltいO

- +- (-C雪⊥) (2,
frpて耶1蛾に於いては トー q)P紺 2郡土lとなI),

¶p叩L+払又 L→0のとき0となって Ⅴ-qo(･･)とし

た｡併しfLがら I-･0のときは1｡gI/=王不矩形であっ

て分子分村紛 して,柚取を求めろ手E2はあては3'ら

ない｡その-一法として

/EeXpし辛 )
に於い てI一 'J'+1とおく

/-elpト セ誓 lLL) …

次に之をTa!1or貝託すilは

I-司 卜玉 津 -1J'･ぞ - -

(ll)'~1号 + )l

-expL1-,I(ll l+÷),j1-(lパ パ )I(,

-(L･ い い ン)T･･ ･(-i)･-･

LL･ い ･ .).)1-.+i]
舌丈に

,聖二′-exPlL÷巨 2L)÷(.･十 日 ･

叫 +い 工 )-.]
昏 ち～の首にもろ奴 は.無星伝ZI7)定理に上って明か

に突放すろ｡ lLETl/-ど-ー

恥 1.13-(JT)川
又 (ど)式を,次の如く推 すろ｡

■一t●+▼J I

(ClL Jに0434.:)

縦 q.の主凱 ろ粉 は L: であるから牝の鰍

を空に叫瑚lしてみろ7rrとするO約妃L二羽瓜して

/-rT とすれば

･n/一一い , (4)

I-19,とき ln/-｣ ･ln1-0 I-1

,-eのとき tu/--1.1nE--⊥ ′-･一丁

l=d-のとき

1.盟 .A/-(一撃 二)トb-一二一o I′El
L-OについてはIuJ逮7)hく ′一〇

丈に′′.I)については 【4)式を故分して

d.I--lT(lnト1)∫

I-0のとき(A.

lLmddI-(甥 ㌢ )J -,--



工 兼 火 車 払 虫 誌 fEl3巷ホ 111

h lのとき

i/-(l乃1-1)(1)一一llll

I-tのとき

d/- 1_(lnE-1)(lT)-0dl 亡一

∫-- のとき

.lT_T,-li# ].∫.,10
従って以上を投合すilは耕 1の如く/1'･.llりこ於

いてai,J､点引 け るiFt故であって郊 1秒 こたいてL-0

のとき (1)ラm Z耕 土0となり サーA(又は16)とし

たb･之は駅りであり77正する｡故にこの的奴 8(')帆

合理性を失わぬためL=は (1)火は次の如くな･-,べき

でもろが 4又は yoは矢W )拙規的触 づけIt不nT

fiEでもろ｡

-÷ ムe,pF聖 地)

然しなカ'.らy;FEL=は女の笑納 史に明らかたるbく4

又は 7'.(_トY･1ytlンのII'虻と解すべき)ばlc-亡

と甘う班に対して後者は,l'_ちかに火,なる 10一以上の

出でもtI,乗鞍的には之を書iRL文J>としてi帥

鮮 分にして源空を院汝すらとしても策殴上の朝 tは

9=･lミない.
Em I-Tdlp(-せ,OgL) (5)

可一はその休作に掛 ･て飽和した粘辞である｡

･Atl 柑 ∫-p伴 Jが}竣

【 0

/ --1 1

ll/ o o
dl

因みに北の軌範は.rElf帖 (7位とiB皮との純銀の如

く曲tIが飽和する扶怨を尺く現し1リるL,又錐の笑書

式は攻Aのy油 嶺Xlのみでなく.大川氏の針油人に上

る粘鵬 のy;班 -Bは も良く祁現する｡

与3 I占座測定法 とニt･nグLIセリン

の手占Jl油定
⊃I

--七 に掛 手放質の変形は.lllAZWdlや -ヽoigtの

粘ti的な杓市一事jt･<-のまd:に岨 するビlトンと

雛 的ILエン十.-A-射 tに浴すろJq ,これらを軌

合せた玖司に明らさ･なtlにar打払W .Eなる甘Eに讃現

され7J句作と硬化との二面性があり,近時_～.の阿顎は

RJLtePrOCeSjの出 女もJIル て米空･7)EyT:亡F -芝巾
によってqLblしく発展していろ仏でもろ｡

寒研託に放ても引 tb'遭むに在ってFるtG絹は内苛

萌塵のIHtをともなっていろ書目二はロ耶ト･ないが攻+

はそのtW f_1岡涜=瓦性を考えろ掛 こ現雀持っていろ

溢控法細 く咋刺 -べきである.例えば水や独文11ご

く任砧Jtのものにはナ1トワJtJ 文はL,,r申,雌

などは攻l二女つが我･の箭実にはもはや笹にはたたな

い●

りち121こ粘性とか又は可鼓牲とか官bjLろzr～ こ

れほたIfM..･さPの授和時珊7)大小1こ別 :て与えられ

た呼拓と見ろべきで,大端 1011'｡･se以下を示す拙文

の鼓動性をV'sco叫 といいそjL以上をPIAStkLtyと

挿しiqLJFD脚 炊 事1二は訳詩T=区別は{=Ltとすろう:

安当である｡つまり我 が々屯か 熊取ミV'scomete'

で洞定すべき切か .ちむし7,Phst｡rneterで渦を{

べきⅦ竣ま･C同一のW il乎控で瑚定すべき狐 こ氾ら1L

ろ｡又比脚 勺柵 L雀となるに怨.Dで,その粘性は必ず

しも力に上()一夫的に仰せられない｡粘班の庄力抜群

性が生じてIilはの･-rdが苑生し･それを明らかにする

叫は矧 こその捕慈D射 ヒセ考ます引二当っては砂合に

上って大切となる｡例えば多くの別転句ブタスlJ-

ダーは説一頭力弗休を明らかにはし1uろb:大てい 10■
_10,1,olSe以上の .Iの羽定に好適するがこれ以下の

鴎 外 こなitlfもはや 硬に立たないoCotzetLerBrL

uDbek.UDg.,,P.dlそ… 11.苛々の封紫携りである.

叉毛転℡市のものは｣蛇に 10-L l(ドPoLSe可よのも

のに汚すろカ:多くは自1である｡血臣下にその5E桝●I

を渋めろ･),.法 は ScotL一恥 Ir.Cr｡､rLher呼の柵 ;
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::;.I:I:il.;I;,T..:･喜.;∴ :二 .?::':: ･. Bl i :.: 蔓 .'･TT_:: '･:･:･･

上髭のJlく考えられる樹 -.い1れも米英事の溺定

法をiL見せしめないので環.に吟妹した松果写qlのh

き前 1租D粘鮮 陀 珠川するに至ったのであるがL,杜
の精丘を戒めるためと夫の現芸的縄 に繁するたか t

ト廿′ItI./の拓正を薄雪した払乗につい て辻べ

る｡

JiH･yltyyの‡古淵 定

那1報の粘旺計の様にとJ)つけられた舟を時計の砂

時を刻むナン7を以て作った捷めて円浦lzろ冊不 (之

は一寸柵では_いすIrtJlこ1分以上問転を玖けち付ICあ

ち)に池じ.その一泊に分i)は 下げその分巾の詑丑と

嫌LD受けろ牡抗は次式に上って粥わされろ｡

R-日,t･÷ 叫 IS一町

lLr 分頼正丑 g･

7 珠申達 亡叫 270635)

p 独文七度 (15も)

q･強7)又丑 g【0引Xl)

E tZ)加道理

JE.球政凍 Dyne

a:の三社のiiBEについて,;トロダItIソカ事古ま

を配 した抜染1.1r･炎 3に示す｡又各Ilt定の〝 とtlをPl

図2 .VIO缶il史のJt-.･帆fI

二 二 ‥ _ ‥

粥虫 5'タフに流せl渦 2となる｡305BC の顎合.之

ほ 45Jrの脚 を示しており.又当然一い,yItI

yほ托 N.eⅥtoz,証軌を云ナから他のiAJtJ)や合も45

J(の珊 *_･･引き.いづれのせ合いogI:13秒ち1･(伽

dyTleの l/tを求め川 f.衆3の兼杜7)拡となろ｡

35

6.25 !36

ttl二fl715IiTL+

r<J -I℡yp七9yD払Z5tpoc log.)(

文机) 】oglht(爽JV30

i52 23240

了lJ 乏1750
297 言9760 283 378

(可∝)/tl)今漂はの弛れをia･t
糾 ･に似定したZE4Lから集札へ分子が赴くものとして理

FFすitは,その和文は分子がgizbして,LtEこその封 Lを壊す仕切 Q 7;内

敦であり,次式で)-J<されろ｡
eJA:T

T-CL但し捜Ztが斉発

するときはか子が飛び去って三才Lを完全に作って丁わ

なければたらないから.¢はこの時LDエ事JLイ ー印ち諮

蛾 よりはずっと小さいわけでもろ｡このLLを文叔Lこ上る･tI.d 〆y

JEyyの且弊('I'O上りとfL)生の畏怖 (班4,包3a) 及

び与年号Dそれより求めれば,各々

y;奴 83ke

aVmol文献 81となって,木!Z,虻

Trに上る1巾 と,文献に上るqとはかなI)

正跡 こJt例していろ7Jfが分ち｡俵で (田3b)から,

逆に各ia凪こ放けるII-).(伽dy.eにrjS･Tる logL/tLを求め

ておけば胡17)技DpとTrろ｡ 図5 .VJ(rlの帖浬 と､ユ父



56 ェ 更 火 拓 也 会 鑑 や )3曾 耶 1舟

E封与lこ,3,3の物frのtJをあげjtは 誠5の如くと

Tごろ｡

7Lそ5 各7411q J>()的 穴 ()kcalmoI 泣皮相 4c

T 9七p ン 112 15_ 二IO

′ナ^･T,つ-JL' 26 20～ 60

-′ナル1ル⊃-ル 45 20.-lュo)

応 dI 28 15- 77

粘姥汁TJ吋恥 こついては.金丸民力郡 .文言ト,
〆∫tIン始め. 鮪.絶交D(Jを井出するため7)虻は.
芝A古 根用借款火に既っ た .

隻4 8-化実SI法及び実字伍のB埋ま

粘鑑計.LL延乃もろで,碕榔 宗は夫.Ta瞳Ii/え

ら ん}こ,

r(a 'JtlBi7付tK兼
-I-ど tz¥ill.' 1e皮 舶 炭 ∝

E IIZZ SSl lot

F l_7i_7 6Z7

G llZi2 90O lZS

H H89 1.09.i

又汝良は ･W '川洞 トー4,･･'in資は30-60'Cでもろ｡

^LlJJiR利札 ･Lトt,Tltlンを折並温度に加温L

iJ押収又は任【退けにて同iA艮1二伸 つ｡挺拝は矧 二はLf
LJ(は榊 っIZかつた｡
rn)L'こiilか抜l分に粘腔計の球の抵抗 Rld)I)e)と

球J)等動感兜 tJ(Cn山et:)を弥粥ナろ｡杜の時なろべ

く手早く9.,･一拙 め之'_,Ilと･･とのH村Zt〆タフに日

劇 Lはその将帥 ニb'fけちI''-V呪伽 :求められる｡之

は奴ろgl軌こ放ては一つの旺悦として示される抑 え那

1相 こ叙付した地.)であら｡かくして捜何を粘蛇の相

･'.JJ.[二日いろカ･か問ZEとなる｡2'は p-Y 肝描 くIk

Cu-･･-1の とき L'は lloはCで77=されろ併発を含

む宵軟と1=ろ)の (-7'<淡めてもよいが.料1三系に於

いて粗度'ttを一泡にしてその Ifを.m管ナろ恥 三重控

でもI).tJLTJIfxL一定L=して t･の変化tp求める方

が容易と思われろので 】ogJ7-1ogt,Egょ

I)J･'- 1,仙 IyT相 のJ8合の llJ(S亡C'm )i/

淡 め71とした｡

如 ･Aび可を 】｡gq～半 田にu盛 "

lJ之上J)1一及びぐを決めろ｡

S5 実 戦 括 央

I) tt-tIEK締

切■のM繋iB世.i且虻を妊化せしめた失
火の )レ- 択休は故十に凍ナろのですべて

を矧 デ7.都は山楽ないから一例を凪4に柵げろ｡

団ヰ lPrqIに於けるJJ'抵iA:JL(dcynt･)とIJ(cm/SeC1

1
～/( t- ll.6OIc

/#デ
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Z) 特riZlL一 箱珪 71の関繰

かくして糾らitた等閑 tとtZz虻q3)閉経を前速の如

く毒射 ろ｡烈粕に 】ogT･-二lvLg,をu軌 は

団623hくであるQ何れも_rLi好むEE投性があるb:竜Z

に最.･てfわ た- トラTytIyのTJ生と対比ナ川f

掛 ヒ相 朋.こか tては.眺 半 叫 山 0分以

下の折では必1Lも牝の由Z:に等らT=い粉 が淀めら

]しろO菜食丘の吟架で明･-)か7.1如く之は策戦式の不和 壬
に放ろものであろが.項は高分子反芯に時 ;々紗 られ l
ろ誹,fg糊b:群だするためであろかはィ,g)であり,之は 盲T
複に上L)用ia的な考穀を行し北の弛教と糾し合せて明

r>かにしたいと思う｡ ･j(■二筋逝 C は qL,A-1ilJ)とき

J.･1-岬ZF)LこGlと ･IがBZtつていろ,夫の=つの齢 に

ついて巧えてもZIJJらかな如くぐ火なれはAS化は迎い

わけであろ｡

qF V- (-1 llogL )
q!- ,,-crp(-C苧⊥)

L'.> '三.tl<r'三

けれども之は tldによっても当Ji彰℡ナろのであろう

から trの大少のみを以って正に遜度芸的粥新を下す
ことは山来ないQけ7Lども今の9ifi辿庶B的な囚千*_/

和す･')のはたf三之だけであるから錐 のWを会頭におい

て以下大まかに遜JL/見ることとする｡

I-て,この確 Lこ上って舶 枇 1即 -｣禦団
を一党11Lは退乱 ま合温 浸比さ:満腔にiyL7とdt･

に硯 は高く任して拓拓蝿を訳すのは勿虫'Cあるが辺
Eqの変化については高iLとなるL=掛 IAu椴は茂く従っ

て可dは火に,Cは小に講述舵になっていちのが見ら

れろ｡抄.･Jこの院係は符温益軒女物3..<ろものであJ).

田6 .1LCEFの 】昭 II6-)ogTJT

:転 ま:.

Bl7 J＼'/CG,TILogl/'l-1ogL/【町 ポ

堺



SS ェ 策 火 野 弘 食 む 耶 ユ3懲 那 1nl

以上の恥 土.すべて今の段相としては.英紙 地);

淡いは我々の秤解を妨げなくても,迎変論的な邦定は

まつべき事柄であL),適度他 の迎款に閃綿する如き

Cが如何なるrq-I,によって左イ7されEl的とする粥現か

ら恥 しろか噂.これらは硬に】製粒的な東臥 せ 行い.

その烏身三をこの3;諭と対比して始めて明らかとなる7:･

あろう｡

抵 I)に此の罪験 t,和られた各憐件1の 71付設びびの

[山の一党淡を肝 T-｡(,J.3菜張故については12/.i土02控

姥の変化では矧 こその為とLP.われる影響はない姐であ

る｡京菜墓の変化については稜に行う｡

翌之 7

jn位は Rl,OW ダインI:LSする木靴虻計の

1/V (see/cm)
各 -VICの求まり三度と】ogTl-及び u

Ltf.' dOC log'1.,E
】 60 ユ20

M

m
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詣
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封
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昭
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沸

川

1-
･
6

肌

rl

E
q
AJ

巨 ;

∴ ∴ -

( 60 063 378

LIO ユ76 591

60 320 427

50 295 ▲け9

30 070 1CO0

68 46B 466

50 460 525

40 410 768

30 272 1090

60 571 606
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2(

･li
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佃心良く放爪なyI敢T-1クを附して下さった大川氏

に深く感謝する｡
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棒 莞 後 ガ ス の 研 究 (第 一 報)

(昭 和 27年 2J15E】受 Lg

石 本 威
(池 化 成 Zi閃 エ nj)

l 托 す

一成坑内に入ったさ岩魚の11る栄は独特の捷yス典を

紀tだしている'eあろi｡ところが血筋伽 の計装に

懲ゼナろば発始成柚には典を17するものは無く,之は

粥扮D苑取に取ては非常l二役雄な反応を行うと云～こ
とを桝 している｡従って杜氏のlJliBy久は契較上不

可避であl),ノーカーとしては之をよL)少くするよう

L=みノ)するは勿論,ii･JH細も増野が完偵すらように究

抵払 批轍 を計画すると同時に,弧 を良くナろ布

が良uスに囚ろ7rf故を無くすろ疫であろう｡

抑 .々爆BZ:のLB発LeiZは附午によI)非常な歪LIy示し

之が生成軌 やL=後ガスの払成に火きな租査となって

現われろのは周知のgF苑である｡爆発隙作とは云i迄

もなく托m過払 奄煙仰 の大小,規発後の提出冷却

の適度及びLS発に委し･C存在すろ可伽 .岩石の性交

敬 ;主であろ｡

苛 は々群mと宗中の甥男状況の絶遠並U:に野菜続と

バクフィンがどの現朋 見反姑に関銭ナろかと云う市

を.菟生がL免及びyスm成上I)研究した｡長なは発

生qス丑を知る2tと那 qスを柑ろ為に.･,ンプ法とし

分析はナJ.･ゲットの泉℡及び五両イヒ沃良法に上ろ｡

旺 有羊ガスの弗生とその健陣

後〝スの払暁は血筋の倍労'Cは JI20,Zも,CO.I.

0',CO.NO,NOさ(Z<三OJ),CH一,C'Zi',l枕 のTル

TJ ヒ I一別等が沈めblLてEF)J).和itZ成釧 t光 として

CO と架窯D隙IbI加であろうが.伐洲 土姐借の状態で
)

は非常に少い7Pが知られていろ｡本鞘政に於ても火維
1/107g以下であI),ガ叫 l和のl弓tLBlも期とCOに経る

と考x.て光づCOに払 ･て粥故を行つ1=｡LELL牧丘の

監緋 代物でもっても之が加成約にnlLけ る1='けLt･

なく,X!に成る粗放iV性を鋭め合うと云わjt.るが之に

就いてほ後J=並べろ｡COは愉 ;不足するに従って

多くTJ:I)又増発のF5の外批 'L,小TEろ松竹加ナ ろ

軌 主監に実鼓的にも強められていろ.旗茄をy地 位光

していろ穿爽欺及び.{ク7インも破る現比丘1益に与ろ

称が知られており.邦の打合は樹 下に依っても弟Tzる

であろうし明らかでないが,-Byl李をiBめて明鈍にし

たいとE.う｡煙男を8iOtした物好に上る変化もあると

云われでおり.飼えば石架等の身元性のLt石 中では

COは相加しっyクワ-1小では吸収に上って誠少す

ると云われろ｡又払 ･た石英砂11･もLlいJS果S･京ナこ

とが究訳されていろが,非の地の帥 こ上って変化ナ




